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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
バランスインカムオープン 

（毎月決算型） 

 

 
 

第167期（決算日：2018年12月20日） 

第168期（決算日：2019年１月21日） 

第169期（決算日：2019年２月20日） 

第170期（決算日：2019年３月20日） 

第171期（決算日：2019年４月22日） 

第172期（決算日：2019年５月20日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ バランスインカム

オープン（毎月決算型）」は、去る５月20日に第172期

の決算を行いましたので、法令に基づいて第167期～

第172期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2024年11月20日まで（2004年12月17日設定） 

運用方針 

主として、三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマ
ザーファンド受益証券および三菱ＵＦＪ 日
本株アクティブマザーファンド受益証券への
投資を通して、わが国を除く世界主要国の公
社債およびわが国の株式に投資を行い、中長
期的に信託財産の着実な成長と安定した収益
の確保をめざします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブ
マザーファンド受益証券および
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。 

三菱ＵＦＪ 日本株 
ア ク テ ィ ブ 
マザー ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国を除く世界主要国の公社
債（国債、政府保証債、政府機関
債、国際機関債、社債等）を主要
投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合は、信託財
産の純資産総額の40％以下とし
ます。 
外貨建資産への実質投資割合に
は制限を設けません。 

三菱ＵＦＪ 日本株 
ア ク テ ィ ブ 
マザー ファンド 

株式（新株引受権証券および新株
予約権証券を含みます。）への投
資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

三菱ＵＦＪ 海外債券 
ア ク テ ィ ブ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外貨建資産への投資に制限を設
けません。 

分配方針 

毎月20日決算（ただし、20日が休業日の場合
は翌営業日とします。）を行い、原則として利
子・配当収益を中心に、基準価額水準、市況動
向等を勘案して分配を行う方針です。ただし、
分配対象収益等が少額の場合には分配を行わ
ないこともあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

250466 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株  式 
組入比率 

株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
143期(2016年12月20日) 8,892 10 4.9 156.44 5.8 29.5 － 68.4 － 25,665 
144期(2017年１月20日) 8,831 10 △0.6 155.06 △0.9 29.7 － 67.9 － 24,921 
145期(2017年２月20日) 8,737 10 △1.0 153.51 △1.0 29.6 － 68.4 － 24,228 
146期(2017年３月21日) 8,724 10 △0.0 154.03 0.3 29.6 － 68.0 － 23,768 
147期(2017年４月20日) 8,475 10 △2.7 149.54 △2.9 29.1 － 68.4 － 22,773 
148期(2017年５月22日) 8,919 10 5.4 156.97 5.0 29.4 － 68.4 － 23,576 
149期(2017年６月20日) 9,072 10 1.8 158.83 1.2 29.4 － 68.2 － 23,592 
150期(2017年７月20日) 9,179 10 1.3 160.91 1.3 29.8 － 67.6 － 23,400 
151期(2017年８月21日) 9,078 10 △1.0 158.47 △1.5 29.6 － 68.3 － 22,772 
152期(2017年９月20日) 9,412 10 3.8 164.41 3.8 29.7 － 67.7 － 23,326 
153期(2017年10月20日) 9,541 10 1.5 166.62 1.3 29.5 － 68.4 － 23,054 
154期(2017年11月20日) 9,626 10 1.0 166.92 0.2 29.8 － 66.8 － 22,709 
155期(2017年12月20日) 9,790 10 1.8 169.77 1.7 30.0 － 67.8 － 22,751 
156期(2018年１月22日) 9,951 10 1.7 170.88 0.6 30.2 － 67.1 － 22,733 
157期(2018年２月20日) 9,471 10 △4.7 162.69 △4.8 29.1 － 68.2 － 21,413 
158期(2018年３月20日) 9,363 10 △1.0 161.26 △0.9 28.7 － 69.5 － 20,998 
159期(2018年４月20日) 9,499 10 1.6 164.25 1.9 29.2 － 68.3 － 21,144 
160期(2018年５月21日) 9,557 10 0.7 165.55 0.8 30.0 － 66.9 － 21,147 
161期(2018年６月20日) 9,296 10 △2.6 162.70 △1.7 28.9 － 68.6 － 20,361 
162期(2018年７月20日) 9,480 10 2.1 166.44 2.3 28.7 － 69.5 － 20,606 
163期(2018年８月20日) 9,088 10 △4.0 160.89 △3.3 28.4 － 69.4 － 19,564 
164期(2018年９月20日) 9,359 10 3.1 166.05 3.2 29.8 － 67.8 － 20,000 
165期(2018年10月22日) 9,093 10 △2.7 162.02 △2.4 28.4 － 67.1 － 19,218 
166期(2018年11月20日) 8,876 10 △2.3 160.53 △0.9 28.1 － 69.9 － 18,653 

167期(2018年12月20日) 8,765 10 △1.1 158.81 △1.1 26.5 － 70.6 － 18,243 
168期(2019年１月21日) 8,684 10 △0.8 157.97 △0.5 29.7 － 68.4 － 17,994 
169期(2019年２月20日) 8,904 10 2.6 161.22 2.1 30.0 － 68.4 － 18,357 
170期(2019年３月20日) 9,017 10 1.4 162.83 1.0 29.5 － 68.7 － 18,433 
171期(2019年４月22日) 9,138 10 1.5 163.54 0.4 29.8 － 67.8 － 18,551 
172期(2019年５月20日) 8,886 10 △2.6 160.10 △2.1 28.7 － 69.4 － 17,972 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 当ファンドの参考指数は、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）30％、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベース）70％を合成した

指数です。参考指数は、設定日を100.00として委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株  式 

組入比率 
株  式 
先物比率 

債  券 
組入比率 

債  券 
先物比率  騰 落 率  騰 落 率 

第167期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ ％ 

2018年11月20日 8,876 － 160.53 － 28.1 － 69.9 － 

11月末 9,027 1.7 162.64 1.3 28.9 － 69.0 － 

(期  末)         

2018年12月20日 8,775 △1.1 158.81 △1.1 26.5 － 70.6 － 

第168期 

(期  首)         

2018年12月20日 8,765 － 158.81 － 26.5 － 70.6 － 

12月末 8,649 △1.3 156.58 △1.4 28.2 － 69.2 － 

(期  末)         

2019年１月21日 8,694 △0.8 157.97 △0.5 29.7 － 68.4 － 

第169期 

(期  首)         

2019年１月21日 8,684 － 157.97 － 29.7 － 68.4 － 

１月末 8,746 0.7 158.97 0.6 29.6 － 68.5 － 

(期  末)         

2019年２月20日 8,914 2.6 161.22 2.1 30.0 － 68.4 － 

第170期 

(期  首)         

2019年２月20日 8,904 － 161.22 － 30.0 － 68.4 － 

２月末 8,914 0.1 161.49 0.2 29.8 － 68.4 － 

(期  末)         

2019年３月20日 9,027 1.4 162.83 1.0 29.5 － 68.7 － 

第171期 

(期  首)         

2019年３月20日 9,017 － 162.83 － 29.5 － 68.7 － 

３月末 9,020 0.0 162.06 △0.5 29.5 － 68.4 － 

(期  末)         

2019年４月22日 9,148 1.5 163.54 0.4 29.8 － 67.8 － 

第172期 

(期  首)         

2019年４月22日 9,138 － 163.54 － 29.8 － 67.8 － 

４月末 9,093 △0.5 162.64 △0.5 29.8 － 68.3 － 

(期  末)         

2019年５月20日 8,896 △2.6 160.10 △2.1 28.7 － 69.4 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載

しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

運用経過
第167期～第172期：2018年11月21日～2019年５月20日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第167期首 8,876円
第172期末 8,886円
既払分配金 60円
騰 落 率 0.8％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）
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参考指数：左目盛

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ0.8％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

欧米長期金利が低下したことや、債券利子収入を享受したことな
どが基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

基準価額の主な変動要因の内訳は以下の通りです。
内訳
三菱ＵＦＪ　日本株アクティブマザーファンド △0.1％程度
三菱ＵＦＪ　海外債券アクティブマザーファンド 1.6％程度
その他（信託報酬等） △0.7％程度

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

第167期～第172期：2018年11月21日～2019年５月20日

投資環境について

株式市況の推移（当作成期首を100として指数化）
国内株式市況
当作成期首から2018年12月下旬にかけ
ては、米国の長短金利差が縮小し景気減
速懸念が強まったことや米中関係の悪化
が懸念されたことなどに加えて、マティ
ス米国防長官の辞意表明や予算失効に伴
う米政府機関の一部閉鎖など、米国の政
治不安が拡大したことなどを受けて、国
内株式市況は下落しました。
2019年１月上旬から４月中旬にかけては、
パウエル米連邦準備制度理事会（ＦＲ
Ｂ）議長が金融引き締めを急がない姿勢
を示し、利上げ観測が後退したことや米
中間の通商交渉が進展するとの期待が高
まったことなどから、国内企業の業績改
善が期待され国内株式市況は上昇しまし
た。
４月下旬から期末にかけては、一時は楽
観視されていた米中通商交渉において再
度先行き不透明感が台頭し、米中貿易問
題が深刻化すれば日本企業の業績不安が
高まることなどから、国内株式市況は軟
調に推移しました。

85

90

95

100

105

110

2018/11/20 2019/１/24 2019/３/25

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）

※ 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）とは、東京証券取引所第一部に上場する内国普通株式全銘柄を対象として算出した指数
で、わが国の株式市場全体の値動きを表す代表的な株価指数です。ＴＯＰＩＸに関する知的財産権その他一切の権利
は東京証券取引所に帰属します。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの指数値及びそこに含まれるデータの正確性、完全
性を保証するものではありません。東京証券取引所は、ＴＯＰＩＸの算出もしくは公表の方法の変更、ＴＯＰＩＸの
算出もしくは公表の停止またはＴＯＰＩＸの商標の変更もしくは使用の停止を行う権利を有しています。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

債券市況の推移（当作成期首を100として指数化）
海外債券市況
欧米長期金利は、米国・欧州ともに低下
しました。当作成期首から2019年１月に
かけては、原油価格低下等に伴う市場の
インフレ期待の低下に加えて、ＦＲＢ議
長をはじめとする米連邦公開市場委員会
（ＦＯＭＣ）メンバーの発言などから、
政策金利引き上げの休止が近いとの思惑
が市場で強まったこと、2019年１月下旬
に開催されたＦＯＭＣで利上げバイアス
を示唆する文言が削除されたことなどか
ら欧米長期金利は低下しました。その後、
欧州の景気減速懸念の高まりなどを背景
に３月に開催された欧州中央銀行（ＥＣ
Ｂ）理事会で、主要政策金利の据え置き
期間が従来の「少なくとも2019年夏ま
で」から「少なくとも2019年末まで」に
修正されたことや、当作成期末にかけて
米中通商問題に対する懸念が高まったこ
となどから、欧米長期金利は低下基調で
推移しました。結果、作成期を通じてみ
ると、米国・欧州ともに低下しました。
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104

106

2018/11/20 2019/１/24 2019/３/25

ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、Local）

※  ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の
国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファン
ドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデー
タは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、
またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産そ
の他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

為替市況
米ドル・ユーロはともに対円で下落しま
した。当作成期首から2018年12月中旬
にかけては、米ドルとユーロは対円で概
ね横ばいで推移したものの、2019年１月
上旬にかけては、株式市場の下落などに
より投資家のリスク回避的な姿勢が高
まったことなどから、米ドルとユーロは
対円で下落しました。その後、ＥＣＢ等
主要中央銀行の緩和的な金融政策などを
背景に市場のリスクセンチメントが改善
したことなどから、４月中旬にかけては
米ドルとユーロは対円で上昇基調で推移
しました。当作成期末にかけては、米中
通商問題に対する懸念が高まったことな
どから、米ドルとユーロは対円で下落に
転じ、当作成期を通じてみると、米ドル

とユーロは対円で下落して終えました。

94

96

98

100

102

2018/11/20 2019/１/24 2019/３/25

円・米ドル

円・ユーロ

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドおよび三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザー
ファンドへの投資を通して、わが国を除く世界主要国の公社債およびわが国の株式に投資を
行いました。

各マザーファンドへの資産配分は、純資産総額に対して以下の比率を基本投資割合としてい
ます。
三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 70％
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 30％

ファンドの基本投資割合に準じて運用を行いました。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド
基準価額は当作成期首に比べ1.5％の下落となりました。
運用コンセプトとしているボトムアップによる銘柄選択効果をさらに追求すべく、リサーチ
に基づく企業分析に注力し、成長性とバリュエーションを考慮した銘柄選択を行いました。
組入銘柄は概ね75～90銘柄程度で推移させました。ファンダメンタルズの変化や新規投資
候補銘柄との相対比較などを勘案し、適宜銘柄の入れ替えを行いました。競合他社の新料金
プランが発表されて一段の価格競争懸念が後退した「ＫＤＤＩ」、業績が順調に推移してい
たにも関わらずインバウンド需要の先行き懸念から株価が下落していた「ファンケル」など
を新規に組み入れる一方、業績動向、バリュエーションなどを勘案し、「ソニーフィナン
シャルホールディングス」、「ソニー」などを全株売却するなど銘柄の入れ替えを行いました。
当作成期は、17銘柄程度を新規に買い付け、24銘柄程度を全株売却しました。

ベンチマークとの比較
ファンドの騰落率は、ベンチマーク（東証株価指数（ＴＯＰＩＸ））の騰落率（－4.4％）を
2.9％上回りました。
当作成期の運用成果は個別銘柄選択の結果として精密機器、情報・通信業をベンチマーク比
オーバーウェイトとしていたことなどがプラスに寄与し、業種配分効果はプラスとなりまし

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

た。銘柄選択効果は第一三共、ＧＭＯペイメントゲートウェイなどがプラスに寄与し、トー
タルでベンチマークを上回りました。
パフォーマンスに寄与、影響した主な銘柄は以下の通りです。

プラス要因
銘柄
ＧＭＯペイメントゲートウェイ：主に電子商取引向けのクレジットカード決済処理サービス
を提供しています。ＥＣ市場の拡大などに伴いオンライン決済需要が増加する中で、顧客層
も広く、大手優良顧客を持つ当社の今後の成長に期待し当作成期首から保有していました。
好調な業績成長や、主力のオンライン決済だけではなく、小売店舗などにおける対面決済市
場などのオフライン市場における今後の展開への期待、政府によるキャッシュレス社会の実
現に向けた後押しへの期待などもあり、株価は上昇しプラスに寄与しました。
第一三共：がん領域をはじめとした新薬の開発期待などから当作成期首より保有していまし
た。がん領域のグローバル事業に豊富な経験とリソースを持つアストラゼネカ社と戦略的提
携を締結したことなどが好感され、株価は上昇しプラスに寄与しました。

マイナス要因
銘柄
五洋建設：強みを有する海上土木の堅調な需要や、洋上風力発電をはじめとする再生可能エ
ネルギー分野における将来的な事業展開などを期待し、当作成期首から保有していました。
2018年10－12月期業績が市場の期待を下回ったことなどから、株価下落しマイナスに影響
しました。
昭和電工：黒鉛電極や電子材料用特殊ガスなどの業績貢献を期待し、当作成期首から保有し
ていました。競合他社が世界的に逼迫していた黒鉛電極の需給が当初の想定より早く落ち着
きを取り戻したことなどを背景に業績計画を下方修正したことなどから、当社業績にも先行
き懸念が台頭し、株価が下落しマイナスに影響しました。

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
基準価額は当作成期首に比べ2.4％の上昇となりました。
わが国を除く世界主要国の公社債を主要投資対象とし、ベンチマークを中長期的に上回る投
資成果をめざして運用を行いました。作成期を通じて債券の組入比率は高位に維持しました。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

債券デュレーション（平均回収期間や金利感応度）については、米国の債券デュレーション
は、当作成期を通じてベンチマーク比中立で維持した一方、欧州の債券デュレーションは、
作成期首から2019年２月中旬までは同中立としていましたが、２月下旬以降、ＥＣＢによ
る緩和的な金融政策の更なる継続を見込み、同中立から長めに変更しました。
欧州において、イタリア、スペインについては、景気・金融両面の安定から周辺国国債のド
イツ国債に対するスプレッド（利回り格差）が縮小することを見込み、当作成期首から
2019年５月中旬にかけて、ベンチマーク比オーバーウェイトとする一方、フランスなどを
同アンダーウェイトとしました。また、2019年１月下旬以降、ドイツをベンチマーク比中
立から同アンダーウェイトに変更しました。その後、イタリアの成長・財政見通しの不透明
感が高まったことなどから、2019年５月中旬に、スペインのベンチマーク比オーバーウェ
イトを維持しつつ、イタリアを同オーバーウェイトから同中立に変更しました。
カントリーアロケーション戦略については、米国と他地域との成長格差の縮小等に着目し、
2018年12月下旬に米ドルをベンチマーク比アンダーウェイト、メキシコペソを同オーバー
ウェイトに変更しました。その後、欧州の景気減速懸念などを背景に、2019年４月下旬に
米ドルをベンチマーク比中立、ユーロを同アンダーウェイト、ノルウェークローネを同オー
バーウェイトに変更しました。さらに、米中貿易摩擦に対する懸念の高まりなどを背景に、
2019年５月中旬に米ドルをベンチマーク比オーバーウェイト、メキシコペソを同中立に変
更しました。また、作成期を通じて、豪ドルおよび南アフリカランドのベンチマーク比アン
ダーウェイトは維持しました。
当作成期は、欧米長期金利が低下したことや、債券利子収入を享受したことなどから、基準
価額は上昇しました。

ベンチマークとの比較
ファンドの騰落率は、ベンチマーク（ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本・円ベー
ス））の騰落率（1.3％）を1.1％上回りました。

プラス要因
2019年３月に、欧州の債券デュレーションをベンチマーク比長めとしていたことなどがプ
ラス要因となりました。
欧州において、イタリアをベンチマーク比オーバーウェイト、フランスなどを同アンダー
ウェイトとしてしたことなどがプラス要因となりました。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

第167期～第172期：2018年11月21日～2019年５月20日

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当ファンド
（ベビーファンド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数は合成指数です。

（％）

第167期
2018/11/20 ～
2018/12/20

第168期
2018/12/20 ～
2019/１/21

第169期
2019/１/21 ～
2019/２/20

第170期
2019/２/20 ～
2019/３/20

第171期
2019/３/20 ～
2019/４/22

第172期
2019/４/22 ～
2019/５/20

－3.0

－2.0

－1.0

0.0

1.0

2.0

3.0 ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期

2018年11月21日～
2018年12月20日

2018年12月21日～
2019年１月21日

2019年１月22日～
2019年２月20日

2019年 ２ 月21日～
2019年 ３ 月20日

2019年 ３ 月21日～
2019年 ４ 月22日

2019年 ４ 月23日～
2019年 ５ 月20日

当期分配金
（対基準価額比率）

10
（0.114％）

10
（0.115％）

10
（0.112％）

10
（0.111％）

10
（0.109％）

10
（0.112％）

当期の収益 2 5 10 10 10 4

当期の収益以外 7 4 － － － 5

翌期繰越分配対象額 359 355 358 359 386 380

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
今後の運用方針
資産配分方針は、従前通り基本投資割合を維持します。また各資産の組入比率は、作成期を
通じて同割合に準ずるよう調整を行います。

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド
運用環境の見通し
当面の国内株式市況は一進一退の展開を余儀なくされる可能性はありますが、中長期的には
堅調に推移すると予想しています。米国が対中制裁関税を引き上げたことで、世界経済への
不透明感が再び高まっています。今後も米中通商協議は継続すると考えられますが、短期的
に状況が打開されるかは不透明感が否めません。一方で依然米国は相対的に実体経済は堅調
で、中国も景気浮揚策を打ち出していることなどから、通商交渉が落ち着きを取り戻せば中
長期的には安定した成長局面が続くと考えます。また日本の内需については、賃金上昇、雇
用拡大により雇用者所得が増加基調にあることに加えて、2019年９月からのラグビーワー
ルドカップ、2020年７月からの東京五輪を控えて、訪日外国人数とインバウンド消費の拡
大が期待され、景気と株式市況を下支えするものと思われます。

今後の運用方針
運用コンセプトとしているボトムアップによる銘柄選択効果をさらに追求すべく、リサーチ
に基づく企業分析に注力し、成長性とバリュエーションを考慮した銘柄選択を行っていく方
針です。
個別銘柄の選別においては、競争力の有無、収益力向上への取り組み等を重視しています。
増配や自社株買い等の株主還元への姿勢も大切な投資観点と考えますが、それ以上に各企業
がどのような成長戦略や収益力向上への取り組みを行っているかが重要と考えています。引
き続き、マネジメント力、バリュエーション、中長期的な成長や収益力改善のためにどのよ
うな施策に取り組んでいるのかなどを精査し、競争力があり、中長期的な成長期待が持てる
企業を中心に銘柄選別を行っていく方針です。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド
運用環境の見通し
米国では、ＦＯＭＣは、インフレ圧力が抑制されている中で、今後の金融政策については辛
抱強く経済状況を精査していく姿勢を示しています。欧州では、英国の欧州連合（ＥＵ）離
脱への不透明感が残存する中、欧州域内経済見通しの下方修正懸念や、インフレ圧力の抑制
された状況が継続する見通しが強まりそうです。ＥＣＢは、現在の主要政策金利を少なくと
も2019年末まで維持する方針を示していることなどから、引き続き緩和的な金融政策方針
が維持され、債券市場の需給環境は良好なことが見込まれます。為替市場では、米国の金融
政策や米中間の通商問題、英国のＥＵ離脱問題の動向などを背景に、当面は米ドル、ユーロ
ともに不安定な展開が継続しやすいと考えます。

今後の運用方針
運用環境の見通しに基づき、金利戦略においては、各国の景気動向に加え、財政政策・金融
政策を含む各種政策や市場の内部要因が長期金利へ与える影響を考慮し、デュレーションな
どのコントロールを行います。その中で、欧州では各国の財政状況や政策対応などを重視し
た銘柄選別に注力します。また、カントリーアロケーション戦略においては、各国のファン
ダメンタルズ状況や投資家のリスク選好度を重視し、環境見通しの変化に対応して調整を行
う方針です。債券の組入比率は高位を維持し、信用力の高い国債中心の組み入れを維持する
方針です。

三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

2018年11月21日～2019年５月20日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第167期～第172期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 57 0.642 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (27) (0.299) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (27) (0.299) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 4) (0.043) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.015 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 1) (0.015)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.009 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) ( 1) (0.007) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 59 0.666

作成期中の平均基準価額は、8,889円です。
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.31％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.09％

運用管理費用（販売会社）
0.60％

運用管理費用（投信会社）
0.60％総経費率

1.31％

その他費用
0.02％
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

 

銘 柄 
第167期～第172期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 228,478 401,058 226,376 436,332 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド － － 315,127 907,516 
 
 
 

○株式売買比率 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

 

項 目 
第167期～第172期 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 21,896,686千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 31,764,236千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.68   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年11月21日～2019年５月20日) 

 

＜三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

区       分 

第167期～第172期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 10,858 4,041 37.2 11,038 2,119 19.2 

平均保有割合 16.9%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

＜三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド＞ 

区       分 

第167期～第172期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 7,452 2,119 28.4 10,908 3,787 34.7 

平均保有割合 29.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド＞ 

種       類 
第167期～第172期 

買 付 額 売 付 額 第172期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 24 － 638 

 
 
 

 

項 目 第167期～第172期 
売買委託手数料総額（A） 2,781千円 
うち利害関係人への支払額（B） 786千円 

（B）／（A） 28.3％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレー
ＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年５月20日現在) 

 

銘 柄 
第166期末 第172期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 2,766,543 2,768,645 5,251,013 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 4,639,909 4,324,781 12,694,531 
 
 
 
  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

○投資信託財産の構成 (2019年５月20日現在) 

項 目 
第172期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド 5,251,013 29.1 

三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド 12,694,531 70.5 

コール・ローン等、その他 71,024 0.4 

投資信託財産総額 18,016,568 100.0 
 

（注） 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（42,232,697千円）の投資信託財産総額

（42,537,562千円）に対する比率は99.3％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝110.17円 １カナダドル＝81.98円 １メキシコペソ＝5.76円 １ユーロ＝122.97円 

１イギリスポンド＝140.36円 １スウェーデンクローネ＝11.43円 １ノルウェークローネ＝12.54円 １ポーランドズロチ＝28.58円 

１オーストラリアドル＝76.14円 １シンガポールドル＝80.07円 １マレーシアリンギット＝26.38円  

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第167期末 第168期末 第169期末 第170期末 第171期末 第172期末 

2018年12月20日現在 2019年１月21日現在 2019年２月20日現在 2019年３月20日現在 2019年４月22日現在 2019年５月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 18,302,497,187   18,036,215,316   18,411,207,502   18,490,339,699   18,602,033,819   18,016,568,184   

 コール・ローン等 46,424,865   44,494,150   44,075,539   43,027,227   46,898,038   42,366,465   

 三菱ＵＦＪ 日本株アクティブマザーファンド(評価額) 4,935,046,002   5,424,050,002   5,585,683,071   5,532,574,765   5,616,655,699   5,251,013,832   

 三菱ＵＦＪ 海外債券アクティブマザーファンド(評価額) 13,281,290,430   12,543,461,890   12,744,079,852   12,873,804,364   12,906,909,269   12,694,531,850   

 未収入金 39,735,890   24,209,274   37,369,040   40,933,343   31,570,813   28,656,037   

(B) 負債 58,702,327   42,111,793   54,143,712   56,434,564   50,884,211   44,377,783   

 未払収益分配金 20,814,869   20,720,630   20,615,990   20,442,706   20,301,159   20,224,502   

 未払解約金 17,892,223   1,035,165   14,188,185   17,661,647   8,894,674   5,979,776   

 未払信託報酬 19,925,326   20,284,815   19,272,023   18,266,216   21,612,634   18,110,051   

 未払利息 102   84   74   73   107   76   

 その他未払費用 69,807   71,099   67,440   63,922   75,637   63,378   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 18,243,794,860   17,994,103,523   18,357,063,790   18,433,905,135   18,551,149,608   17,972,190,401   

 元本 20,814,869,875   20,720,630,557   20,615,990,060   20,442,706,771   20,301,159,572   20,224,502,472   

 次期繰越損益金 △ 2,571,075,015   △ 2,726,527,034   △ 2,258,926,270   △ 2,008,801,636   △ 1,750,009,964   △ 2,252,312,071   

(D) 受益権総口数 20,814,869,875口 20,720,630,557口 20,615,990,060口 20,442,706,771口 20,301,159,572口 20,224,502,472口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,765円 8,684円 8,904円 9,017円 9,138円 8,886円 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期 

2018年11月21日～ 
2018年12月20日 

2018年12月21日～ 
2019年１月21日 

2019年１月22日～ 
2019年２月20日 

2019年２月21日～ 
2019年３月20日 

2019年３月21日～ 
2019年４月22日 

2019年４月23日～ 
2019年５月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        2,133   △        2,009   △        1,813   △        1,052   △        2,161   △        1,538   

 受取利息 2   －   －   5   －   －   

 支払利息 △        2,135   △        2,009   △        1,813   △        1,057   △        2,161   △        1,538   

(B) 有価証券売買損益 △  191,594,289   △  126,000,262   493,746,826   269,909,417   286,873,404   △  470,504,738   

 売買益 227,460,363   146,487,685   494,654,033   270,590,050   288,178,790   1,034,576   

 売買損 △  419,054,652   △  272,487,947   △      907,207   △      680,633   △    1,305,386   △  471,539,314   

(C) 信託報酬等 △   19,995,133   △   20,355,996   △   19,339,463   △   18,330,138   △   21,688,271   △   18,173,429   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  211,591,555   △  146,358,267   474,405,550   251,578,227   265,182,972   △  488,679,705   

(E) 前期繰越損益金 △1,947,241,254   △2,169,359,486   △2,323,904,627   △1,854,051,328   △1,611,381,737   △1,361,096,123   

(F) 追加信託差損益金 △  391,427,337   △  390,088,651   △  388,811,203   △  385,885,829   △  383,510,040   △  382,311,741   

 (配当等相当額) (     34,338,497)  (     34,322,323)  (     34,372,549)  (     34,216,024)  (     34,108,749)  (     34,124,155)  

 (売買損益相当額) (△  425,765,834)  (△  424,410,974)  (△  423,183,752)  (△  420,101,853)  (△  417,618,789)  (△  416,435,896)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,550,260,146   △2,705,806,404   △2,238,310,280   △1,988,358,930   △1,729,708,805   △2,232,087,569   

(H) 収益分配金 △   20,814,869   △   20,720,630   △   20,615,990   △   20,442,706   △   20,301,159   △   20,224,502   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,571,075,015   △2,726,527,034   △2,258,926,270   △2,008,801,636   △1,750,009,964   △2,252,312,071   

 追加信託差損益金 △  391,427,337   △  390,088,651   △  388,811,203   △  385,885,829   △  383,510,040   △  382,311,741   

 (配当等相当額) (     34,340,169)  (     34,324,887)  (     34,375,048)  (     34,217,470)  (     34,119,091)  (     34,125,185)  

 (売買損益相当額) (△  425,767,506)  (△  424,413,538)  (△  423,186,251)  (△  420,103,299)  (△  417,629,131)  (△  416,436,926)  

 分配準備積立金 714,910,513   702,929,250   704,042,410   701,009,673   750,160,267   735,148,457   

 繰越損益金 △2,894,558,191   △3,039,367,633   △2,574,157,477   △2,323,925,480   △2,116,660,191   △2,605,148,787   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 21,014,111,949円 

作成期中追加設定元本額 25,784,474円 

作成期中一部解約元本額 815,393,951円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.8886円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は2,252,312,071円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年11月21日～ 
2018年12月20日 

2018年12月21日～ 
2019年１月21日 

2019年１月22日～ 
2019年２月20日 

2019年２月21日～ 
2019年３月20日 

2019年３月21日～ 
2019年４月22日 

2019年４月23日～ 
2019年５月20日 

費用控除後の配当等収益額 4,690,417円 12,113,827円 25,499,994円 23,457,479円 74,433,830円 8,179,187円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 34,340,169円 34,324,887円 34,375,048円 34,217,470円 34,119,091円 34,125,185円 

分配準備積立金額 731,034,965円 711,536,053円 699,158,406円 697,994,900円 696,027,596円 747,193,772円 

当ファンドの分配対象収益額 770,065,551円 757,974,767円 759,033,448円 755,669,849円 804,580,517円 789,498,144円 

１万口当たり収益分配対象額 369円 365円 368円 369円 396円 390円 

１万口当たり分配金額 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

収益分配金金額 20,814,869円 20,720,630円 20,615,990円 20,442,706円 20,301,159円 20,224,502円 
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三菱ＵＦＪ バランスインカムオープン（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第167期 第168期 第169期 第170期 第171期 第172期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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